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日　時　令和元年５月11日（土）13時より
場　所　常盤工業会会館　会議室
出席者　代議員（総数49名のうち44名）
　　　　　本人出席31名、代理出席３名
　　　　　書面表決10名
　　　　理事18名、監事２名
議　題
第１号議案　平成30年度事業報告に関する件
第２号議案　平成30年度決算報告に関する件
第３号議案　平成30年度監査報告に関する件
第４号議案　役員改選に関する件
その他報告に関する件
　１．令和元年度事業計画について
　２．令和元年度収支予算について

　令和元年度定時総会が上記の内容で開催され、
中山雅晴氏を議長に選出した。第１号議案から
第４号議案まで原案のとおり決議承認された。
引き続き、令和元年度事業計画、収支予算につ
いて報告をした。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　定時総会終了後は、ブロックごとに代議員の
会合を開き、今後の活動について協議した。
　続いて、山口大学工学部長の堤 宏守先生を
講師として ｢山口大学工学部の現状と次世代に
向けた取組－80周年を迎え、来たる100周年に

向けて－｣ と題して講演をいただいた。
　講演会終了後は、懇親会が開催され、山口大
学学長の岡 正朗先生と工学部長の堤先生より
ご挨拶をいただいた。他に来賓として、望月副
学部長、山田評議員、学科長の鈴木教授、大原
教授、山口教授、今井教授、中尾山口大学基金
事務局部長、また山口大学同窓会より鳳陽会石
畠理事、鴻理会田中会長、霜仁会福本会長、双
樹会岡野会長のご臨席をいただいた。学生につ
いては、平成30年度「常盤賞」受賞者並びに
「常盤工業会奨学金」受給者を招待し、17名の
出席があった。
　

令和元年度定時総会決議事項及び報告事項

平成30年度事業報告（第１号議案）
（公益目的支出計画実施報告（案）含む）
Ⅰ．法人の状況
１．会員の異動
　⑴平成30年度末の会員数
　　27,501名（学生 3,017名含む）
　⑵平成30年度に死亡確認をした会員数
　　103名
　　会員数（平成31年３月31日現在）

　
２．会費の状況（平成30年度の受取額）
⑴正会費
　 3,940,500円（前年度 4,803,500円）
⑵15年会費
　　 30,000円（前年度　　　　 0円）
⑶終身会費
　37,925,000円（前年度38,287,500円）
　

会　員　数 正会員数
学生以外 24,484 名 7,826 名
学　生 3,017 名 2,040 名
合　計 27,501 名 9,866 名

令和元年度定時総会報告

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　　　
　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　
　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

本 部 報 告
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Ⅱ．事業活動報告
１．公益目的事業及び公益目的支出計画実施報告
１．特定寄附
⑴山口大学に対する支援
　①工学部運営支援
　　 福利厚生棟３階の学生利用スペースの整備
費に充当。

　②工学部教育支援 
　　・常盤工業会奨学金として支援を行なった。
　　　 受給者92名（学部生32名、大学院生53名、

「現代長州五傑」７名）
　　・ 人材育成支援として３学科（電気電子工

学科、知能情報工学科、感性デザイン工
学科）に支援を行った。

⑵日中学術交流等助成事業支援
　 今後、各同窓会に対して支援要請をしないと
大学が決められたため平成30年度以降は助成
不要となった。

２．継続事業
⑴人材育成支援助成（大学）
　①工学系数学統一試験実施部会への助成
　　 実施経費の一部として山口大学工学部数学
統一試験実施部会へ助成を行った。

　②工学系サークル活動への助成
　　 「ニキシープロジェクト」および「電脳飛行」
に活動費の一部として助成を行った。

⑵人材育成支援実施事業
　「常盤賞」表彰
　 平成31年３月８日（金）に正会員の学生22名
（学業優秀者：学部学生14名・博士前期課程
学生７名、数学統一試験成績優秀者１名）を
表彰した。受賞者には記念品（図書カード）
を贈呈した。

３．平成30年度公益目的支出計画実施報告
　 当法人は、平成24年４月１日に一般社団法人
に移行し、公益目的支出計画の実施完了まで
９年の予定で事業を進めており、公益目的支
出計画の実施完了までの間は、事業年度ごと
に公益目的支出計画実施報告書を作成し、事
業年度の経過後３ヶ月以内に山口県に提出

（電子申請）する必要がある。平成30年度は
計画７年目で、概ね計画どおり実施した。公
益目的収支差額はやや減少傾向にあるが、事
業全体に及ぼす影響はないと思われる。平成
30年度末の公益目的収支差額、公益目的財産
残額を以下に示す。
　　公益目的収支差額　103,008,757円
　　　 〃 　（計画額）　103,600,000円
　　公益目的財産残額　 27,967,690円
　　　 〃 　（計画額）　 27,376,447円

２．その他の事業
１．山口大学工学部学生に対する教育支援事業
⑴ 常盤祭実行委員会へ実施費用の一部を助成し
た。
⑵ 「常盤賞」課外活動優秀者として常盤祭実行
委員長（１名）の表彰を行った。
⑶「常盤賞」表彰式後に懇談会を開催した。
⑷ 常盤キャンパスワンコイン朝食事業の支援と
して、山口大学生協・山口大学工学部教育後
援会・常盤工業会が経費を等分して負担した。

２．学術文化交流振興に寄与する事業
⑴第31回留学生交流会の開催
　 平成30年６月23日（土）に常盤工業会会館に
て第31回留学生交流会（スピーチ大会、懇親会）
を開催し、留学生同士また留学生と日本人と
の交流を図った。参加者は宇部市内の留学生
32人と日本人38人合計70人であった。
⑵「宇部留学生交流会」主催行事の共催開催
　 月例夕食懇談会（４回）、年末交流会（平成30
年12月１日）、ボーリング大会（２回）、卒業
記念植樹会（平成31年３月５日）を共催とし
て開催した。
⑶「宇部留学生交流会」への助成
　 宇部留学生交流会が実施する事業費の一部と
して助成を行った。
⑷「宇部環境国際協力協会」への助成
　 宇部環境国際協力協会が実施する事業費の一
部として助成を行なった。
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３．会員相互の交流及び相互啓発に資する事業
⑴会誌刊行事業
　以下のとおり、会誌「常盤」を発行した。
　① 「常盤」81号 冊子版（総頁数76頁、21,700 
部）配布対象：全会員

　② 「常盤」82号 冊子版（総頁数44頁、9,000 
部）配布対象：正会員

　③ TOKIWA digest 81号・82号（カラー印刷
12面）配布対象：学生

　④「常盤」81号・82号 ＷＥＢ版
　⑤ 「常盤」冊子版の表紙題字ロゴデザイン案の
検討

⑵地域同窓会交流事業
　①平成30年度地域同窓会代表者会議の開催
　　 第２回工学部ホームカミングデーと同日開
催とし、平成30年11月17日（土）に開催した。
本部役員、各地域同窓会代表、宇部地区代
議員総勢51名の出席があった。会議では出
席の全地域同窓会の代表より活動報告等を
行った。

　②地域同窓会活動に対する支援金
　　 活動報告書の提出がされている地域同窓会
（31地域）に対し活動支援金を送金した。

　③各地域同窓会会合への本部役員、教員の参加
　　 地域同窓会総会（16地域）に本部役員（10件）
および教員（18件）が参加した。

　④その他（新組織の登録）
　　 「東ソー常盤会」（平成31年３月12日付）と
「宇部興産㈱化学部門」（平成31年２月13日
付宇部地区合同同窓会の事業所組織として）
の登録を行った。

⑶工学部ホームカミングデー（共催）
　 平成30年度地域同窓会代表者会議と同日の平
成30年11月17日（土）に第２回工学部ホーム
カミングデー共催という立場で大学と協力し
て開催した。主として会員へのＰＲ、大学へ
の資金支援を行った。経費については、卒業
生講演会およびイベント費用の一部を負担し
た。卒業生への案内としては、ホームページ
でのＰＲと山口県、広島県、福岡県在住者約
4,600名に案内状を送付した。

⑷卒業記念品の贈呈
　 卒業後の会員との関係強化のため、平成30年
度卒業生・博士前期課程修了生（850名）に卒
業記念品（名入れボールペン）を、会長の祝
辞文、事務局からのお願い文、常盤工業会紹
介リーフレット、現住所連絡用ハガキと一緒
に配布した。

４．会員増強対策事業
　 平成30年度から３ヵ年計画で設置した会員増
強対策委員会の活動として、情報管理プロジェ
クト、会員へのサービス検討プロジェクトに
ついては会員の情報管理システムおよび学生
の就活支援サービスについて、扱う情報の内
容および管理・提供方法の具体的な考え方を
検討した。地域同窓会立ち上げプロジェクト
については県内の職域組織にアプローチを
行った。

５．収益事業（会館施設貸付管理事業）
⑴テナント事業
　①「桂林」火災による修繕改修工事を行った。
　② 以下のとおり、テナントの契約締結、解除
を行った。

　　・ 「桂林」との契約解除 
  （平成30年５月22日付）

　　・ 「1・9亭食堂」との契約締結 
  （平成30年５月23日付）

　　・ 「藤本貴則（学習塾）」との契約解除 
  （平成30年６月30日付）

⑵ 施設賃貸事業（会議室・和室・宿泊施設の賃
貸業務）
　 学部２年生のオリエンテーション時に「会館
のしおり」を配布し、ＰＲを行なった。

６ ．会館施設の改修、修繕、設備および備品の
更新
⑴館内のwi-fi設備の更新を行なった。
⑵ 駐車場擁壁モルタル剥落部分の補修および舗
装工事を行った。
⑶新館電気引込開閉器盤改修工事を行った。
⑷館内誘導灯LED取替工事を行った。
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Ⅲ．法人運営管理
１．一般社団法人移行後の行政庁への対応
　 平成30年６月15日に山口県に公益目的支出計
画実施報告書の提出（電子申請）を行った。

２．会議等の開催状況
⑴定時総会　平成30年５月12日（土）
　・ 平成29年度事業報告、決算報告、監査報告
に関する件について原案どおり満場一致で
決議承認された。

　・ 平成30年度事業計画、収支予算、平成31年
度代議員選挙について報告された。

⑵理事会　４回
　 平成30年４月24日、７月31日（メール開催）、
10月23日、平成31年３月18日
⑶監　査　１回
　平成30年４月18日
⑷役員会　５回
　 平成30年４月11日、７月18日、10月10日、
12月19日、平成31年３月11日
⑸工学部との協議会　１回
　平成30年７月24日

３．山口大学同窓会関連
⑴山口大学同窓会分担金支出を行った。
⑵ 山口大学同窓会理事会（平成30年７月30日、
平成31年３月８日）へ担当役員が出席した。
⑶その他
　①他学部同窓会総会への出席
　　 霜仁会総会（平成30年５月13日 藤井会長）、
鳳陽会総会（平成30年６月16日 古林副会
長）、双樹会総会（平成30年６月24日 藤井
会長）、鴻理会総会（平成30年８月25日 古
林副会長）

　②山口大学基金事業への協力
　　会誌「常盤」81号に関連書類を同封した。

４．財政基盤の強化および会員動向調査
⑴会費増収のための会員への働きかけ
　 入学式後の保護者会（平成30年４月３日）に
おいて常盤工業会リーフレットを配布し、藤井
会長より常盤工業会の事業内容を説明し、会

費納入のお願いをした。また、会誌やホーム
ページで活動内容を紹介し、会費納入のお願
いをした。
⑵会員動向の把握
　① 新卒者に配布する卒業記念品に事務局から
のお願い文、リーフレット（地域同窓会組
織の紹介）と現住所連絡用のハガキを同封
した。

　② 学生時のメールアドレスを使って常盤工業
会宛に現住所を連絡してもらう趣旨のメー
ルを５月に大学より配信してもらった。

５．平成31年度代議員選挙の実施
　 平成30年７月25日に平成31年度代議員選挙の
告示を行い、平成30年９月10日に立候補受付
を締め切ったところ、全ブロックにおいて立候
補者数が定数と同数であったため、立候補者
全員の無投票当選が確定した。平成30年９月
20日にホームページで当選者の公示を行った。

６．その他
⑴「平成30年７月豪雨災害」義援金
　 宇部日報社を介して日本赤十字社へ義援金
300,000円を送った。
⑵以下のとおり寄附があった。
　・浅野昌平氏（工化44）より　50,000円
　・機械51年卒同期会より　　　60,000円

事業運営方針に対する平成30年度事業の総括
　公益目的事業においては、公益目的支出計画
に従って事業を実施した。その他の事業におい
ては、 工学教育および研究の振興をはかるため、
山口大学工学部が実施する教育・研究に寄与す
ることを目的とし、各種事業を行なった。また、
会員相互の交流および相互の啓発を図り、学術
および文化の発展に寄与することを目的として
各種事業を行った。平成30年度より３ヵ年計画
で開始した会員増強対策プロジェクトにおいて
は、担当リーダー個々での活動ではあったが、そ
れぞれサービスや管理・提供方法の具体的な考
え方、アプローチの方法について検討した。
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平成30年度決算報告（第２号議案）
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令和元年度事業計画（報告１）
Ⅰ.公益目的事業（公益目的支出計画８年目）
１．特定寄付（山口大学）
　山口大学に対し、以下のとおり支援を行う。
　①工学部運営支援として 700,000円
　②工学部教育支援金として 13,000,000円
　　（ 内訳：常盤工業会奨学金 10,900,000円、 

人材育成等支援 2,100,000円（循環・工学
基礎教育・工学部））

２．継続事業
⑴人材育成支援事業（大学）
　以下のとおり支援を行う。
　① 工学系数学統一試験実施部会への支援とし
て 200,000円

　② 工学系サークル活動の支援として 300,000円
⑵ 人材育成支援実施事業（常盤工業会主催）
　「常盤賞」表彰　200,000円
　　 　令和２年３月に表彰式を行い、学部およ
び博士前期課程の学業優秀者（表彰対象は
正会員、選考は工学部）を表彰し、記念品
を贈呈する。

Ⅱ．その他の事業
１．山口大学工学部学生に対する教育支援事業
　以下のとおり支援を行う。
⑴サークル活動支援（工学系以外のサークル）
⑵常盤祭実行委員会への支援
⑶「常盤賞」課外活動優秀者表彰
⑷「常盤賞」表彰式後の懇談会の開催
⑸ 常盤キャンパスワンコイン朝食事業の支援
　 （山口大学生協・山口大学工学部教育後援会・
常盤工業会が経費を等分して負担）
２．学術文化交流振興に寄与する事業
⑴「第32回留学生交流会」の実施
　 令和元年６月に常盤工業会主催、宇部留学生
交流会共催で宇部市内の留学生と日本人との
交流を目的としてスピーチ大会・懇親会（経
費は全額常盤工業会が負担）を開催する。
⑵ 宇部留学生交流会主催行事の協賛開催および
運営事務
　 宇部留学生交流会の行事（月例夕食懇談会、
年末交流会、卒業記念植樹会・送別会、交流
ボーリング大会）に係る事務作業および宇部
留学生交流会の運営事務を行なう。

⑶宇部留学生交流会への助成
　 宇部留学生交流会が実施する事業費の一部を
助成
⑷宇部環境国際協力協会への助成
３ ．工学部創立80周年記念事業および工学部ホー
ムカミングデー（共催）
　 令和元年度は工学部創立80周年にあたり、山
口大学工学部は来たる100周年へのスタートと
し、６月16日（日）に学術講演会『大村 智先
生講演会』、11月15日（金）、16日（土）に80周
年記念工学部ホームカミングデーを行う予定
としている（11月15日には、多数の学生が卒
業生と交流できるよう工学部と常盤工業会合
同で交流会を開催予定）。常盤工業会は共催
として取り組み、会員に対してPRを行い、経
費の一部を支援する。また、山口大学工学部
が行う創立80周年記念事業募金については発
起人として会長名を連ねて会員に対し協力を
お願いする。
４．会員相互の交流および相互啓発に資する事業
⑴会誌「常盤」の発行
　 会誌「常盤」編集委員会のもと、以下のとお
り冊子版、ダイジェスト版、ＷＥＢ版を年２回
発行し、会員に対し会の活動状況を発信する。
　①「常盤」83号（令和元年７月中旬発行）
　　 配布先：全会員、工学部（教員・事務部）、
学生帰省先

　②「常盤」84号（令和元年12月中旬発行）
　　 配布先：正会員、工学部（教員・事務部）、
令和元年度入学生の帰省先、令和２年度新
入生保護者（工学部入学生保護者会）

　③「TOKIWA digest」（冊子版と同時期発行）
　　 配布先：２年生以上の全学生、令和２年度
新入生

　④ 「常盤」WEB版の発行（冊子版と同時期
発行）

　⑤表紙デザインの検討
⑵地域同窓会交流事業
　①地域同窓会代表者会議の開催
　　 地域同窓会代表者会議は工学部ホームカミ
ングデー２日目の11月16日（土）午後に開催
することとし、課題の協議、地域同窓会相
互、地域同窓会と役員および母校の情報交
換を行う。尚、会議前日の11月15日（金）に、
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工学部ホームカミングデー行事のひとつと
して工学部と常盤工業会合同で交流会を開
催するため地域同窓会代表者会議後の懇親
会は開催しないこととする。

　②各地域同窓会の活動に対する支援
　　 地域同窓会総会等開催のための通信費、地
域同窓会間交流費、他学部同窓会支部との
交流費の支援を行なうほか、地域同窓会総
会案内に使用する宛名ラベルを無料提供す
る。

　③ 各地域同窓会会合へ本部役員の参加、教員
へ出席依頼

　　 各地域同窓会会合に本部役員が参加する。
また大学教員へ出席依頼をし、地域同窓会
と本部、母校との情報交換、交流を図る。
教員に対しては卒業生に地域同窓会出席の
働きかけをしていただくことで、若い世代
の卒業生の地域同窓会への関心を高める。

⑶卒業記念品の贈呈
　 学部卒業生に記念品を贈呈する。会長からの
祝辞文、事務局からのお願い文、常盤工業会
紹介リーフレット、現住所連絡用ハガキを同
封して、会員の現住所把握につなげる。
５．会員増強対策事業
　 「住所判明会員を増やす」「正会員（会費納入者）
を増やす」ことを優先課題として平成30年度
から３カ年（2018～2020年度）計画で開始し
た会員増強対策委員会の各プロジェクト活動
を引き続き行う。
６．収益事業（会館施設貸付管理事業）
⑴テナント事業（全７室）
　平成30年７月より１室空き室の対応
⑵施設賃貸事業
　 会員、学生、工学部、地域住民に有効活用し
ていただけるようＰＲを行なう。
７．会館施設の改修、修繕、設備および備品の
更新
　 会館の老朽化に伴う改修、修繕必要時のため
700,000円計上する。

Ⅲ．法人管理運営部門
１．一般社団法人移行後の行政庁への対応
　 公益目的支出計画が終了するまでの間は、事
業年度終了後３ヵ月以内に山口県に公益目的

支出計画実施報告書の提出（電子申請）を行
なう。
２．会議
⑴定時総会（令和元年５月11日）
⑵理事会（４月・７月・10月・３月予定）
⑶執行部役員会（適宜）
⑷工学部との協議会（適宜）
３．山口大学同窓会関連
　 山口大学同窓会理事会（理事：藤井輝夫、古
林隆司）に出席し、内容を常盤工業会理事会
で報告する。予算としては例年どおり山口大
学同窓会分担金を計上する。
４．財政基盤の強化および会員動向の把握
⑴会費増収のための会員への働きかけ
　① 会誌「常盤」、ホームページを介して常盤
工業会の事業活動を詳細に説明する。

　② 新入生に対しては、大学からの合格書類中
に入会案内を同封し、終身会費納入依頼を
する。また、入学生保護者会において、活
動紹介リーフレット、会誌を配布し、会長
より常盤工業会の事業活動の説明を行い、
終身会費納入のお願いをする。

⑵会員動向の把握の対策
　① 新卒者に配布する卒業記念品に事務局から
のお願い文、リーフレットと現住所連絡用
のハガキを同封する。

　② 学生時のアドレスを使って常盤工業会宛に
現住所を連絡してもらう趣旨のメールを５
月頃に大学より配信してもらう。

５．代議員選挙に関する件
　 選挙ブロックと地域同窓会との関係、ブロッ
ク代表者の役割を見直し、代議員選挙がス
ムーズに行える体制について検討する。
　【参考】令和元年度ブロック代表者
　　東日本ブロック　　石田　繁夫（機械45）
　　東海北陸ブロック　東島　貞弘（機械46）
　　関西ブロック　　　加賀　赳寛（電気44）
　　中四国ブロック　　境　啓一郎（機械43）
　　山口ブロック（東）　宮部　秀文（土木48）
　　 〃 （西）　五十嵐章彦（機械41）
　　　　 〃（工学部）　中山　雅晴（工化H1）
　　九州ブロック　　　石川　達郎（土木H3）
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令和元年度収支予算（報告2）
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役員改選（第４号議案）
　新 役員（任期：令和元年５月11日定時総会
終結時より令和３年度定時総会終結まで）

理事  21名
　髙村 和男（機械36） 朝比奈 洋（資源51）
　古林 隆司（工化49） 吉本 信子（工化52）
　倉田 茂夫（工化56） 遠藤 宣隆（工化H6）
　住居 孝紀（土木37） 浜田 純夫（土木42）
　星隈 保夫（土木43） 田村 伊正（土木53）
　中村 秀明（土木59） 藤井 輝夫（生産46）
　西村太慈万（生産62） 中嵜 義幸（生産H3）
　浜本 義彦（電子56） 山口 真悟（電子H4）
　朝位 孝二（建設61） 森田　 実（院機H17）
　吉本 憲正（社建H8） 長　 篤志（電電H7）
　山田 洋明（シスH17）
監事  ２名
　田原 　宏（土木57） 鷲見 國嗣（電気47）

会長、副会長の選任
　令和元年５月11日（土）14時35分より
令和元年度第２回理事会が開催され、次
のとおり会長（代表理事）及び副会長が
選任されました。

　　会　　長　藤井 輝夫（生産46）
　　副 会 長　古林 隆司（工化49）
　　　 〃 　　中村 秀明（土木59）

執行部役員
　　会　　長　藤井 輝夫
　　副 会 長　古林 隆司・中村 秀明
　　庶務幹事　森田　 実
　　会計幹事　吉本 憲正

「現住所及びE-mailアドレス確認」の
ハガキを返送ください！

毎回、会誌を送るたびに、転居先不明等でかなりの部数の会誌が返送されてきます。
現住所や勤務先、メールアドレスが変更になった方は、同封のハガキに記入され投函
ください。メールが利用できる方は、なるべくメールでご連絡をお願いいたします。
常盤工業会のホームページからも送信できますのでご利用ください。

E-mail  tokiwa@bc.wakwak.com

常盤工業会ホームページ
　TOPページ右上の「住所等変更手続き」をクリック　 ⇒
　会員異動登録フォームが開きます

※ 登録されている情報（現住所、勤務先、メールアドレス）に変更のない方は 
ハガキの返送は必要ありません。


